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研究タイトル 

糸島市の観光入込における小規模飲食業などの創業及び定住要因と市内経済発展への影響

に関する調査研究 
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研究期間 

令和３年６月１日 ～令和４年３月３１日  

研究計画の内容  

 観光入込客数の増加は「見て帰る」ではなく、地域内にしっかり「消費を取り込む」飲食

店、飲食料品製造・販売業などの存在に目を向ける必要がある。また地域経済の持続的発展

において、これらの新たな立地やこれまでなかった業態・活動といったイノベーションが連

続的に起こることが重要である。 

糸島市では、2000 年以降から沿岸部や中山間地域に立地している飲食店、ランチを提供

する宿泊施設、牡蠣小屋、パン・菓子製造販売といった市内全体に広がるイノベーティブな

人材の集積が目立ってきた。個人事業主として企業ではなく「人」の動機や性格に着目し、

アンケート調査によって、以前から立地したり、中心市街地に立地したりする事業主と、新

しく周辺部に移住、創業した事業主との特徴比較を行うなど、移住、創業、その後の定住要

因を明らかにする。 

その上で、地域発表会により結果を報告するとともに、参加者、ヒアリング対象者などと

議論を深め、要因を検証する。 

研究成果の概要 

 糸島市における観光産業の集積過程及びその経済効果を調べることで、観光客の増加と

ともに、市内での産業内の立地変容を起こし、300人以上の雇用を生み出したことや労働生

産性を高めてきたことが明らかになった。 

また、移住・起業者の移住および定住後の満足を高める集積の要因について、アンケート

によるデータを収集した。これにより、移住・起業者にとって「観光や移住イベント」によ

る PRは効果が高いこと、「福岡市の近接性」，「自然環境」といったことが移住前の動機にな

ること、「糸島暮らしの PR，観光や移住の体験」を必要とすること、「地域活性化用途での

空き家マッチング」の需要が高いこと、「人脈・交流の促進，寛容性や多様性の醸成」が定

住や他人への推奨、そしてさらなる地域活動の活性化につながることを明らかにしたこと

で、今後の市の産業振興や移住政策の方向性を提案した。 

研究成果 

 研究報告書及び啓発のためのフォーラム動画 
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糸島市における観光産業の経済効果 

2005年からの 10年間で他の産業は雇用が減少している傾向がある中，飲食店，宿泊業は

339 人も雇用が増えている。また総生産額を従業者数で除した労働生産性については,2006

年の 260 万円／人から 2016 年では 330 万円／人と 10 年で 70 万円／人も増加している．

2016 年の福岡県平均は 208 万円／人,全国平均は 210 万円／人であるため,糸島市の 330 万

円／人は非常に高いといえる． 

 

産業分類別の雇用人数及び構成比の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸島市在住者・Uターン者・Iターン者の出店理由の比較 

糸島市在住者や Uターン者は，出身地という出店理由が大きい．またＵターン者は戻って

くる際の支援者・相談者の存在が大きいことが他の出店者に比べ大きな理由になっている．

ＵターンやＩターン者は在住者と比べ独立・挑戦志向が高い．Ｉターン者は自然環境，福岡

市の近接性，観光客・市場需要の多さ，余暇の充実，地域の多様性・寛容性の高さが他者と

の差が大きい． 

 

 



   

   

    

    

    

    

 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

   

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 糸島市在住者・U ターン者・I ターン者の出店理由の比較 

I ターン U ターン 

在住者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出店後に糸島市で感じたこと 

糸島市在住者と Uターンや移住（Iターンや Jターン）が出店後に糸島市で感じているこ

とを「能力の発揮」「地域貢献」「帰属意識」「寛容性」「多様性」「暮らしの質」の項目につ

いて，それぞれ５段階（１～５点）で評価をしてもらった．前者の３つの項目は出店者側に

ある「内的動機」，後者の３項目は出店者の「外的環境」として糸島市側に存在する要素に

分けられる． 

 糸島市在住や U ターンをした人は，移住した人より地域貢献（ともに 4.23）や帰属意識

は高いが，能力を発揮したいという気持ちは移住者（3.85）の方が高い．また地域側の寛容

性（3.61）や多様性（3.93）を感じているのも移住者の方が高い．すなわち，移住者（Uタ

ーンを除く）は，移住先で能力を発揮したいという願望を受け入れてもらえる寛容性や多様

性が高い地域とよりマッチングすると考えることができる．糸島市在住や U ターンをする

人は，このような移住する側の活動に対して排他的にならず，また移住する側も旧来のコミ

ュニティに対する理解を深めるといった相互の理解調整が重要であることが指摘できる． 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

移住・起業フォーラムの開催 

研究結果について，パネリストや参加者から批評してもらうことで，①新たな研究視点を

得るとともに，②糸島市（地域）への研究成果の還元や共有し，今後の③地域実装に向けて

の展開可能性等についての知見を得ることを目的として、令和 4年 1月 17日、「みんなの」

にてフォーラムを開催した。事前にチラシを作成し、ホームページやＳＮＳ、商工会メルマ

ガなどで、移住希望者や起業者、地域振興活動に関心の高い人などに参加を呼びかけ、当日

は 18名の参加があった。 

 

当日の動画は URL（https://youtu.be/hKhUB-7Jfuo）から閲覧可能。 

 

 当日の様子             事前に配布したチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケート結果 

 

「糸島市が活性化するにつれて自分も地域貢献したい

気持ちが高まるか」という質問に対し，82%が貢献したい

気持ちが高まると回答した．「糸島市の魅力を向上させた

い」，「地域へ恩返ししたい」，「人材の多様性を持続，発展

したい」という理由が聞かれ、観光などで地域活性化が進

むと，貢献意欲が人から人へ波及する効果がうかがえる． 

 

 

 

https://youtu.be/hKhUB-7Jfuo


 

 

糸島市の移住・起業者の増加のために重要な要素（階層クラスター分析，N=16） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

糸島市への移住・起業者における行動変容と想定される政策 

糸島市では，この全段階において途切れなく政策を打つことが今後さらなる人材の集積

を促し、地域経済の発展にもつながると考えられる． 

行動変容モデル 糸島市の政策 

注意・喚起 継続的な観光や移住イベント 

興味・関心 福岡市の近接性，自然環境，食の PR 

動機向上 糸島暮らしの PR，観光や移住の体験 

行動 空き家などの確保，活性化用途マッチング 

定住・他人への推奨 人脈・交流の促進，寛容性や多様性の醸成 

 

 


